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通建連合は、２月１６日（金）１１時００分から全電通労働会館において、「第５０
回中央委員会」を開催した。
コロナ禍を経て定着したオンライン方式を併用し、中央委員の原則現地参加開催
形式のもと、２０２４春季生活闘争方針を満場一致、決定した。

冒頭、橋川幹事の進行により、１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」（以下
「能登半島地震」）で亡くなられたの冥福及び遺族へのお悔やみ、ならびに被災者へ
のお見舞いを含め、構成員全体で黙祷を捧げた。
議事に先立ち、梅田議長は主催者代表として、能登半島地震被災者へのお見舞い、
発災直後からの全国各地からの通信インフラ復旧従事者の尽力への感謝と敬意
ならびに第５０回中央委員会開催経緯について述べた。
そのうえで、２０２４春闘における決意の一端として、①安全労働確立に向けた取り組
み、②２０２４春闘方針、③組織拡大・強化の取り組み、④政治課題――について所信を
述べ、加盟組織と論議を重ね、前進を図っていくとの挨拶を行った。
来賓として、情報労連安藤中央闘争委員長、日建協阪本事務局長、組織内吉川さおり
参議院議員および落海なおや東広島市議、ならびに電通共済生協野田理事長より、
２０２４春闘激励と連帯の挨拶をいただきいた。
その後議事に入り、第１号議案「新規加盟組合の承認」、第２号議案「一般経過報告お
よび２０２４春季生活闘争方針（案）」、について髙代事務局長、小勝副議長よりそれぞれ
提案・報告が行われ、「２０２２年度決算会計報告」および「２０２２年度決算会計監査報
告」、「２０２３年度予算修正（案）について」 について報告・提案がされた。報告・提案に
対し、能登半島地震支援に対する感謝及び継続的な支援について北陸通建労組からの
要請、月例賃金改善をはじめとした各種労働条件改善に向けた決意表明について発言
がされた。幹事会の答弁を経て、それぞれ満場一致で決定した。
最後に２０２４春闘スロ－ガンを確認し、茂木副議長による閉会挨拶の後に、梅田議長
の先唱による“団結ガンバロー”により、第５０回中央委員会は閉会した。
中央委員会終了後、幹事会を闘争委員会へ切り替え、情報労連の集中回答日である
３月１４日を意識し、確認決定した春闘方針の前進に向けることを確認した。
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２０２4春季生活改善闘争展開中！

“賃金改善の継続、労働安全衛生の確立、長時間労働の撲滅に向け、
通建連合の総力を結集し、2024春季生活闘争を全力で取り組もう！”



議長あいさつ（要約）

【安全労働確立に向けた取り組み】
通信建設業においては、

転落転倒の事故が後を絶たず
、断続して発生している状況
にあります。通建連合本部は
、繰り返される重大人身事故
に対し危機感をもって受け止
め、労災連絡を発出し、事故
情報および再発防止の注意喚
起を職場に対し要請してきま
した。また、労災事故撲滅に
向けた具体的取り組み内容について確認を行い、職場総
点検による不安全行動の排除と作業手順の徹底等、仲間
の命を守る取り組みを行うよう、すべての加盟組織に対
し闘争連絡にて要請してきたところであります。加盟組
織におかれましては、これまでの経過を踏まえ取り組み
をいただいているかとは思いますが、引き続き、職場組
合員はもとより現場第一線で働く仲間と「労災事故撲滅
」「不安全行動の排除」について徹底した意見交換を展
開いただき、現場の意識を変える取り組みを労使で求め
続けていただきたいと思います。
このような中、通信建設におけるあらゆる事故の防止、
安全労働の啓発に向け、毎年行っております通建連合労
働安全衛生強化期間（2024.01.15～2.29）がスタートし
ております。具体的には、通建連合統一ポスターを職場
掲示し、各職場の朝礼等に出席し労働組合役員による安
全啓発の挨拶行動や安全グッズの現場第一線の仲間への
手渡しを行っております。そして、安全パトロール等に
同行しながら、現場第一線への安全労働の浸透に向けた
取り組みを強化していきます。コロナ禍で現場に出向く
機会を逸しておりましたが、先週、わたくしは愛媛県と
高知県の現場に伺い朝礼時に挨拶をさせていただき、安
全労働についてお願いさせていただきました。あらため
て安全労働の確立と事故撲滅は、労使共通の願いであり
ます。引き続き、労使一丸となって取り組みを強化し「
安全で安心して働くことのできる職場環境の構築」をめ
ざし、現場の仲間を含め、みんなで取り組んで参りまし
ょう。

【２０２４春闘方針について】
連合・情報労連は2024春闘方針においては「経済・賃

金・物価が安定的に上昇する経済社会へとステージ転換
をはかる正念場である」とし、「昨年を上回る賃上げ」
を重点課題として位置づけ、インフレで苦しむ労働者を
はじめとする雇用確保および労働環境の向上に向け構成
組織、加盟組織および組合員が一丸となって取り組む春
闘方針をそれぞれの中央委員会において確立いたしまし
た。通建連合においては、連合・情報労連の春闘方針を
受け止め、11年連続となります賃金改善はじめとする通
建連合「笑顔で帰ろう指針」を統一要求として掲げてい
きます。そして、加盟組織においては春闘オルグや職場
総対話、中央委員会等を経て春闘交渉となります。1年の
うちでも大事な取り組みであることはいうまでもござい
ません。加えて、昨年より開始した通建連合最低賃金の
取り組みについても、通信建設で働く仲間の底上げと人
材確保の観点からご理解とご賛同いただけるようお願い
いたします。
今春闘は「賃上げ闘争」ともいわれ、昨年以上に政府

や経団連、企業からも賃上げに対する前向きな言葉が発
せられている状況にあります。とりわけ、1月22日に岸田
首相をはじめ、政府、労働組合（連合）、経済界の代表

者による「政労使会議」を首相官邸で開催し、今春闘で
「昨年を上回る水準の賃上げ」を実現するよう求めてお
ります。具体的には岸田首相は今年の6月に予定する所得
税と住民税の定額減税に触れ、「今年の夏には、可処分
所得の伸びが物価上昇を上回る状態を官民で確実につく
る」と強調しました。また、会議では、法事税減税率を
はじめとする賃上げ税制の拡充や新たに補助金などつい
て説明し、積極的な活用を呼びかけました。このように
労働組合の要求前に、政府や経団連から「賃上げ」が発
せられており、今年の春闘は政労使一体での共闘である
との見解が示されております。また、連合の集計では、
昨年の春闘において正社員の賃上げ率は平均3.58%で30年
ぶりの高水準となりましたが、物価上昇に追い付かず、
実質賃金は20ヵ月連続でマイナスとなりました。よって
、今春闘においても賃上げが必然的であります。是非、
魅力のある通信建設業界のため、元請各社、グループ会
社、現場第一線の仲間まで浸透するようサプライチェー
ン全体で賃上げを促すよう要請いたします。

【政治課題について】
第212回通常国会が1月26日に招集され会期を6月23日ま

でとして現在、開催されております。この通常国会での
論点は新年度予算をはじめ、能登半島地震への対応、政
治資金規正法の改正を含めた政治改革が焦点となりそう
です。このような中、衆議院の解散総選挙が示唆されて
おりますが、大変重要な選挙戦になることは言うまでも
なく、「誰もが安心して働くことのできる職場環境の実
現」へ、連合、情報労連が応援するすべての候補者の必
勝に向けて、加盟組織と連携し取り組んでいきます。
我々は、働く者が報われる政治の転換を求めるべく、

働く者の立場に立った政権の実現に向け、動かなければ
ならなく、その期待に応えるべく代表者、政党を我々は
見極め、支持しなければならないと考えます。今一度、
選挙の重要性を認識いただきたいと思います。
本日は、情報労連組織内議員であります「吉川さおり

」参議院議員に駆けつけていただき、挨拶をいただきま
す。また、議案書の裏表紙にありますが、通建連合組織
内東広島市議「落海なおや」が活躍をしております。議
員としての活動をスタートし早２年が経過いたしました
。東広島市民のために、議員として切磋琢磨している最
中でございます。後ほど、本人から挨拶をいただきます
が、引き続きの応援をお願いします。そして、組織内議
員の必要性は言うまでもございませんが、情報産業、通
信建設業界に働く仲間の声を政治の場に届けることの役
目があります。引き続き、連合・情報労連が応援するす
べての議員候補の必勝に向け、ご支援、ご協力をお願い
いたします。
最後に、通建連合においては、多くの課題が山積して

おります。事故撲滅の向けた労働安全衛生の取り組みを
はじめ、今年4月より法適用となります時間外労働の上限
規制の対応、人材育成や処遇等の見直し、更には通建業
界の事業環境の変化や会社統廃合への対応など、加盟組
織と論議を重ね、知恵を絞りながら、前進していきたい
と存じます。本日、ご参集の中央委員をはじめとする構
成員の皆様の活発な意見の元、通建連合2024春闘方針を
満場一致で決定いただきますことお願い申し上げ、本部
を代表しての挨拶とさせていただきます。共に頑張りま
しょう！ご清聴ありがとうございました。
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来賓あいさつ

付加価値の価格転嫁、中小で働く人たちへ！
情報労連中央本部 安藤委員長

建連合第五○回中央委員会の御盛会、
誠におめでとうございます。派遣をいた
だいています通建連合出身の田中中
執と木村中執とお邪魔ております。
情報労連の運動活動に本当に献身的に
積極的な参加参画をいただいております
ことにお礼を申し上げます。私の立場か
らも、一月一日に発生した能登半島地震
多くの方がお亡くなり、亡くなられた方々
のご冥福をお祈り申し上げるとともに、被
災された全ての方にお見舞いを申し上げ
させていただきたいと思います。
情報労連は、災害対策本部をいち早く立ち上げて被災状況等の把
握をこの間行ってきました。1/26という少し前の数字ですが、組合の
関係者で、幸い組合員の方はお亡くなりにはなっていなかったので
すが、退職者の方が一名お亡くなりになり、そして、御家族の方が六
人亡くなられているということで、7人の方が貴い命を奪われたという形
になっています。負傷された方も28人、そして、家屋等の被害が583
件という形で、本当に私たち情報労連の仲間にとっても大きな被害を
受けた形になっております。
全国から応援に駆けつけて、現地の被災地で通信の復旧作業に当
たられている、とりわけ通建連合の加盟組合の皆さん、本当にありがと
うございます。悪天候の中、そして道路等の寸断もあり、被災地のトイ
レ等もないというような状況で通信インフラの復旧に当たられている方
々に心から感謝と敬意を申し上げます。
安全作業をぜひ確保して、最優先に安全作業を行っていただくとい
うことを、加盟組合の皆さん、ぜひ労使で合わせていただいてお願い
したいと思いま。1/30開催した情報労連の中央委員会において通建
連合から復旧作業に当たる環境整備の発言をいただきました。この間
、組織内議員を通じて政府に対応要請をしつつ、その後行った連合
と経団連の意見交換の場でも、私から経団連にも意見を提起させて
いただきました。これはやはり政府・行政が大きな役割なので、経営者
側も労働組合と一緒になってしっかり声を上げてほしいと私からさせ
ていただきました。皆さんから様々な現地の状況を聞いた上で、必要
な対応を政府、団体にも行っていければと思います。
ボランティアはいつかと声をよく聞かれますが、現地状況がまだ機能
しないということで、連合を中心に現地と連絡を取り合って社会福祉
協議会などと打合せをしていすが、行政のほうは、ボランティア登録を
いただいて、その中から250名/日くらいをバスで連れて、行政主導で
行っている状況を聞くと、今それが目いっぱいくらいの人数になって
いるということです。
連合は、地元の連合石川を含めて、5人/日から何とか10人/日くら
いまで拡大を検討しています。連合ボランティアとして現地に赴くわけ
ですが、全国規模となると現地受入れが追いつかないとのことで、現
地の状況を見極めて、連合、そして情報労連を含めてボランティアを
どうするかということを検討していきたいと思います。非常に長期化が
想定されるので、息の長い取組になろうかと思います。私たちもそうし
た状況を見極めて、ボランティアを含め対応し、今、私たちにできるこ
とを精いっぱいやって支援をしていきたいと思っています。特に、私た
ちがやっているのは救援カンパでございます。ぜひ組合員一人一人
の温かい御支援という気持ちを込めて、救援カンパの取組の強化を
ぜひお願いしたいと考えています。
情報労連は、1/30に第54回中央委員会を開催し、2024春闘方針と
7月の全国大会までの今年度下期方針を決定いただきました。その中
の重点課題2点について申し上げ連帯のあいさつとします。まず、
2024春闘についてです。
昨年、連合は賃上げ率、30年ぶりの高水準で達成しましたが、物価
上昇はそれ以上に上回ったということで、物価上昇に賃上げが追い
ついていないというのが全体の状況、昨年以上に賃金引上げを行っ
ていかなければいけないというのが社会全体の認識です。

大手は、高い賃上げを実現したものの、日本全体で七割を占める中
小企業、労働組合のない中小が多いことから、賃上げが思うようにい
かないことから、中小企業と有期の賃上げをどう獲得していくのかが
非常に大きなポイントです。これらの状況を踏まえ、情報労連は、組
合員の生活の維持・向上のためには、これまで以上に積極的に賃金
改善を行い、そして、総合的に労働条件をアップさせていくことを今年
の春闘の方針としました。幾つかの春闘の情報労連のポイントを申し
上げます。
一つに、賃上げ方針は連合の方針を踏まえ、ベアで3％以上、定昇
込みで5％以上で提起・確認をいただきました。情報労連の加盟組織
が237あり、複合産別ゆえに非常に多くの業種、他業種が加盟してい
ます。昨年までの実態は、要求方針・妥結結果双方、多種多様であり
、目標賃金を上げても、実態が伴わないことも想定し、業績のいいとこ
ろはそれ以上、単組で要求をかけていくということで3％以上、5％以
上という方針としました。
この方針を、今年、できれば情報労連全体のミニマム目標というか、
達成目標にしたいと思っています。春闘結果として、達成できたのか
、上回ったところがどれくらいあるのかを総括した上で来年につなげて
いきたいと思っています。人への投資を含めて、通建連合の各単組
の皆さんについては、3％以上、5％以上を踏まえた上で、労使協議
で春闘の具体的な要求と結果をぜひ交渉して勝ち取っていただきた
いと思っております。
その二つは、情報労連の中では春闘に取り組めていない加盟組合
が多くあります。昨年、社会的な機運が春闘で非常に盛り上りました
が、春闘に取り組めている数は例年と変わていません。取り組めない
事情はあります。一方で、春闘に取り組んで、賃上げ要求をかけたと
ころは回答数が増えいます。人手不足、人手確保という様々な事情は
あるかもしれませんが、取り組まなかったら賃上げができないので、私
たちは、春闘に取り組めていない組織のサポート、フォローしながら、
いかに春闘に取り組み、賃上げ要求をかけられるかに傾注していきた
いと思っています。
三つに、中小企業で働く仲間の賃金改善です。このサプライチェー
ン全体で付加価値を生み出した部分をどう中小企業の働く人たちに
価格転嫁できるか。今年はこの取組が非常に重要です。中小企業の
経営者の人たちのアンケート結果がマスコミ報道されていますが、上
げてあげたいが、やはりお金がない。取引の価格も、発注元のほうに
なかなか言いづらいということがあり、断られるというケースもあるという
ことで、政府も指針を出したり、価格転嫁できるような環境づくりを行っ
たりしているところですが、私たちも、そうした多重構造になっている中
小のところの取引の適正化ができるような、価格転嫁ができる環境づ
くりに取り組んでいきたい。昨年も実施した各大手企業に要請文を申
入れており、直接説明し会社の協力を求めてきているので、今年もそ
れ以上のことを行っていきたいと考えています。
四つに、春闘で重視すべきは、組合員にどう接点強化を図っていく
かということです。結果如何に関わらず、組合員にちゃんと情報を出し
、ちゃんと理解と納得を得て、そして団結力を高めて春闘を決着する
というのが、やはりこの春闘の最大の機会ですので、ぜひそういう機会
を活用してほしいと思います。
五つに、もう一点だけ申し上げます。情報労連の春闘の統一的な運
動として、「つながらない権利」を掲げました。「勤務間インターバル」
を、かつて情報労連はいち早く運動として掲げ、今、社会的に普及し
ているところですが、コロナになって、リモートワークが非常に増え、と
りわけこの情報通信、情報産業で働く業界は、リモートワークを率先し
てやってきている経緯もあり、勤務時間外のルール、既に単組、労使
の中でルールを確立しているところもあると思いますが、「なかなか勤
務のオン・オフの使い分けができていない」というアンケート結果も出
ていますし、精神的な苦痛という部分を感じている組合員のアンケー
ト結果も出ていますので、この「つながらない権利」を産別全体で掲げ
て、社会に普及していくように考えています。労使の中でもう一度この
つながらない権利、勤務時間外のルールの徹底を協議・確認いただ
きたいと思います。以上が春闘です。

（3） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日



来賓あいさつ

二点目は、政治の話です。
通常国会がスタートしました。自民党の裏金問題を今、徹底的に追
及しているところでございます。なかなか予算審議のほうに本格的に
入っていけないということでございます。
自民党は調査するとか、説明をしっかりするとか言いながら、そこの
内容は、もういいかげんな内容で説明して乗り切ろうというような態度
が見え見えになっているところでございますが、今、法律の中では五
年間という中ですが、今日の新聞にもあるように、二○年以上にわた
ってこの裏金をつくっていたというのが実態なわけでございます。一旦
、検察のほうは収めた形になっていますけれども、これ、考えてみてく
ださい。変な例えになってしまいますけれども、コンビニでおにぎり一
個万引きしたら捕まりますよね。捕まらないから盗むということはしませ
んけれども、一○○○円、二○○○円のお金が入れば税金を納めさ
せられますよね。でも、これ、何で政治家だけ許されているのか。三
○○○万までは逮捕しないみたいな形で幕引きをしたわけでござい
ますけれども、やはりどこかおかしいのではないかと思わないわけに
いきません。こうした政治を許してきた我々有権者の責任は大きかっ
たのではないか。これはやはり組合員の方にもぜひ訴えていただけ
ればと思います。やはり政治を変えなければ、こうした政治を有権者
が許してきた。緊張感のある政治が生まれていないと思います。
今、皆さんの業界もそうなのでしょうけれども、どこの業界でも人手不
足は深刻な状況です。いろいろなところへ行って人手不足が今、最
大の原因になっていると言われています。しかし、少子化というのは三
○年前から言われている話でございまして、少しずつくらいは対策を
してきたかもしれませんが、こういう世の中になるというのが三○年以
上から分かっていて、政治はそこに力を入れてこなかったわけでござ
います。
このままいくと本当に危機的状況になるのではないかと私は思って
いまして、時間があるので余り使うわけにいきませんけれども、先週ま
でインドに行ってきました。私は国際労働組合のＩＴのアジアの議長を
やっているものですから、その関係で行ってきたのですけれども、昨
日、日本のＧＤＰがドイツに抜かれた。これは円安の影響もあると言わ
れていたのですが、来年か再来年にはインドにも抜かれると言われて
います。やはり活気があります。そして、ＩＴが物すごい勢いで市民一
人一人に普及しているというような状況でございまして、本当に日本は
このままの状態で国内だけに閉じて、政治の無策の中でやっていたら
、本当に取り返しのつかないような社会になってしまうという危機感を
覚えたところでございます。
今、政治を取り戻すということは、やはり安心して生活できて、納税し
て納得して、働けば幸せになるという社会を私たち労働組合は政治に
求めていかなければいけないと思っております。それを力強く推進す
る組織内候補、二つの国政選挙に向けて擁立をします。
衆議院選挙はいつ解散になるか分かりませんが、来年10月までの
任期でございますので、どこかでは解散になります。千葉一区の田嶋
要と、宮城一区の岡本あき子を組織内候補として擁立をします。そし
て、来年夏には参議院選挙がございます。比例代表に吉川沙織を組
織内候補として擁立いたします。この三人を中心に取組をこれから本
格的に強化していきたいと思いますので、組合員の方に政治の重要
性、そして、政治をチェンジしなければいけないという部分の政治啓
発の強化をぜひ本中央委員会でも確認いただき、取組の強化をお願
いしたいと思います。
最後に、本中央委員会において十分な議論と取組の共有を図って
いただき、満場一致、方針が徹底されて、組織一丸となって二○二四
春闘と、選挙を含めた政治啓発の強化の取組をお願いいたしまして、
私からの連帯のあいさつとさせていただきます。
御清聴ありがとうございました。

２０２４春闘、共に頑張ろう！
日建協 阪本事務局長

御紹介に預かりました日建協で事務局長を務めております阪本と申
します。まずは令和六年能登半島地震にてお亡くなりになられた方々
に哀悼の意を表しますとともに、被災された全ての方々に心よりお見
舞い申し上げます。また、復旧に携わっております全ての方々に対し
敬意を表したいと思います。
さて、本日は通建連合第５０回目の中央委員会にお招きいただきま

して誠にありがとうございます。
本日は、中央委員会にて本年の春季生活闘争
方針（案）について御議論されるとのことです。
春闘に向けた私なりの思いを伝えさせていた
だき、貴連合会へのエールという形であいさ
つに代えさせていただきます。
昨年の春闘では、近年まれに見る賃上げ気
運を背景に30年ぶりの高水準の賃上げが実現し
ましたが、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、
中東地域の政情不安などを起因とした物価上昇
が続いたことにより、実質賃金は依然としてマイナ
スとなっております。今年の春闘では、連合が前
年を上回る賃上げを目指すとして、定昇相当分を含めて5％以上の
賃上げを目安とする方針を掲げています。また、経団連の十倉会長
が、今年は昨年以上の熱量と決意をもって物価上昇に負けない賃金
引上げを目指すことが経団連、また、企業の社会的責務と会員企業
に呼びかけたことに加え、先日の岸田首相による施政方針演説では
、物価高に負けない賃上げを確実に実現していくとの発言があり、そ
の中で建設業についても賃上げの原資を確保するため、国が適正な
労務費の目安をあらかじめ示した上で、個々の工事の下請契約等が
行われることを促す法案提出について表明しました。
このように、昨年以上に賃上げに向けた気運が高まっているのではな
いでしょうか。建設投資は前年度と比較し、政府・民間投資ともに増加
しており、全体としては前年度を上回る水準となる見通しとなっており
ます。先日、日建連が発表しました2023年度第3四半期の受注調査
結果では、受注総額、国内受注額とも過去20年間で最高の受注額に
達したとありました。活況な受注環境ですが、今後、協力会社を含め
たサプライチェーン全体での賃上げが進めば、当然のことながら工事
原価の上昇を伴うことになります。産業全体があるべき賃金水準を確
保し、他産業と比べても遜色のない魅力的な産業となるためには、発
注者に対し、適正に価格転嫁を求めていくことはもちろんのこと、工事
採算の改善や、これまで取り組み続けております建設ＤＸのさらなる
推進、生産性向上や業務の効率化など、まだ道半ばとなっている働
き方改革を何としても成し遂げなければなりません。加えて、次世代
の担い手確保のために、賃上げを含む処遇の改善だけでなく、長時
間労働や休日出勤が常態化している労働環境の改善についても併
せて取り組んでいく必要があります。
物価上昇に負けない賃上げも大事ですけれども、労働生産性の向
上や付加価値を高めることの対価として賃上げがされる。そのような正
の循環がきちんと行われる産業の実現に向けた春闘にしていくべきで
はないでしょうか。
春闘とは単なる賃金交渉の場ではありません。また、制度や労働環
境の改善を要求し、妥結する場だけでもありません。労働者の代表と
して、それらを主張することを通じ、私たち労働者が経営に参加する
場でもあります。また、私たちが仕事に対するやりがいや希望を持っ
て働くためには何が必要か。これを企業経営に対して問う場でもあり
ます。その主張は、取り巻く社会経済の情勢や、企業業績のよしあし
で左右されることのない普遍的なものであると思います。貴連合会が
目指す安全で安心して働ける職場環境の構築に向けてはもちろんの
こと、皆さんと、そして、皆さんの背後にいらっしゃる組合員の思いを
伝えてほしいと思います。
最後になりますが、本委員会における協議、議論を通じまして、生ま
れる思いや情熱、これらが皆さんの今後の活動におきまして実り多き
ものとなりますよう深く祈念いたしまして、私からのエールの言葉とさせ
ていただきます。ともに頑張りましょう。

（4） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日



来賓あいさつ

働きやすい環境を政治を通じてつくっていく！
吉川さおり 参議院議員

通建連合の中央委員会に御参加の仲間の
皆様、こんにちは。御紹介賜りました吉川沙
織です。久々に通建連合の中央委員会、出
席をさせていただくことがかないました。コロ
ナ禍に入ってからは縮小、もしくはリモート、
そういったこともありましたが、今回は今ほど
御紹介賜りましたとおり、先月の情報労連の
中央委員会において、来年夏に執行予定の
第二七回参議院通常選挙、情報労連の組織
内として、いろいろ考え、いろいろ悩み、いろ
いろこの政治情勢の中で、仲間の皆さの代表
として引き続き情報通信分野を中心に仕事をさせていただきたいとい
う思いでお決めいただき、この場所もいただきました。本当にありがとう
ございます。本来でしたら、冒頭から出席をさせていただき、梅田議
長のごあいさつを拝聴して、皆様にこの場で一言ごあいさつをさせて
いただくべきところ、今日はＫＤＤＩ労組さんの中央委員会も同じような
時間帯にございまして、また、本来でしたらこの順番、電通共済生協
からは野田理事長、きらら保険からは豊田常務取締役が先のところ、
この後、実は政治倫理審査会の幹事で打合せ会がございまして、そ
の関係で順番も繰り上げていただいております。
政治とお金の問題で、自民党が集団で政治資金規正法違反をして
いて、昭和50年代、ロッキード事件というものがあったときに、実は衆
議院と参議院に政治倫理審査会というものをつくりました。国会法とい
うものを変えてつくったのですけれども、衆議院では今まで9回開いた
ことがあります。参議院ではいまだかつて開いたことがありません。た
だ、今、自民党の中での調査結果では、やはり違法の具合がよく分か
らない。国会として自浄作用を果たすべきではないかということで、た
またま私、総務委員会と議院運営委員会と政治倫理審査会で、これ
は三人しか幹事がいなくて、自民党が二人、野党で私が一人だけそ
この幹事をしていて、これから一気に動き出す可能性が出てきたとい
うことで、急遽この後一二時四五分からその会議があるということで、
申し訳ありません、順番を繰り上げていただきました。
これまで本当に3回挑戦をさせていただいて、情報労連の組織内と
して、私はＮＴＴグループの営業の出身でした。会社を退職してから、
通建の仲間の皆様の職場、それから、いろいろなことをお伺いする中
で、発注者側？の論理ではなく、働く側に立ったいろいろなことを考
えていかなければいけないということ。電気通信事業法、電波法、ＮＴ
Ｔ法の改正に当たって、様々なことが直結するということを痛感してま
いりました。また、1月30日の情報労連の中央委員会では、通建の仲
間の皆様からの様々な御意見もあったこと。能登半島地震の復旧作
業に当たって、様々な課題や問題点が明らかに改めてなっていること
。これらも政治でできることは政治でしっかりやっていきたいと思って
います。
今年の国会は、既に多くの報道も出ていますが、ＮＴＴ法の改正案
が総務委員会で審議される予定です。国会にはまだ提出に至ってい
ませんけれども、今年のＮＴＴ法の改正を経て、来年どうなるか分かり
ませんが、その内容いかんによっては、通建連合の職場に働く仲間の
皆様にも大きな影響が出る。そういう議論も一部なされています。これ
まで総務委員会を中心に仕事をさせていただいてまいりました。政治
はどんなに無関心であったとしても、無関係ではいられません。今日
、東広島市議会議員の通建の仲間の皆様の代表である落海さんもお
越しでいらっしゃいますけれども、それぞれの地域の仲間と連携し、
手を携えながら、少しでも働きやすい環境を政治を通じてつくっていく
。そのために初心と感謝の気持ちを忘れないようにして努力してまい
りますので、引き続きどうかよろしくお願いいたします。

通建連合の皆んさんの奮闘に感謝とエール！
電通共済生協 野田理事長

御紹介いただきました電通生協で理事長の野田です。今日は電通
生協の立場で問題認識を申し上げごあいさつに代えます。
第50回中央委員会、御案内をいただき、ごあいさつの機会をいただ

きました。心から感謝申し上げます。生協か
らは通建連合から派遣をいただいておりま
す柏木担当部長と二人で参加させていただ
きました。日頃からのフォローに心から御礼
申し上げておきたいと思います。本日は自然
災害共済に特化し、私の課題認識をお話し
してごあいさつに代えたいと思います。今般
の能登半島地震に関わって生協の取組を
申し上げます。
新年早々、危機管理対策本部を立ち上げ、
情報労連が設置をされました災害対策本部
との連携、指導の下で情報を共有しつつ、これまで対応しているとこ
ろです。
とりわけコールセンターについて、土休日の開設か、さらには要員の
増配置などさせていただく中で被災をされた組合員、家族の皆さんの
問合せ、質問などに対処しているところでして、コールセンターの入
電数約500ということになっています。共済金の支払い、現地調査が
前提ですが、現地調査を担ってます「こくみん共済ｃｏｏｐ」においては
、全国からの応援部隊を含めまして70組、140名の体制で日々懸命な
現地調査が展開されています。先週までの電通共済生協に関わる調
査の依頼の受付について申し上げますと、334件となっています。
その内訳は、石川県が188件で一番多く、実は2番目は新潟県で73
件、続いて富山県の62件ということです。生協のコールセンターへの
入電の状況、さらには道路の寸断等で調査が遅れております奥能登
の状況などを踏まえれば、現状の受付の件数は途中経過だと思って
います。生協共済金の支払いに向けては、これからが本番ですので、
迅速かつ丁寧な対応に努めていきたいと思います。
年々、自然災害のリスクが高まっている中ですが、火災共済の附帯
商品である自然災害共済への加入が必須だと思いますが、声を大に
して訴求をしなければいけないなと痛感しております。第57期末の数
値ですが、昨年7月末の数値において、生協の組合員数は、35万
4,826人です。その内訳は、現職が20万543人、退職者15万4,283人
です。さらに、火災共済の加入者は、14万7,995人で、加入率は42％
です。内訳は現職が4万人、20％の加入率に留まっているのです。退
職者は数は多く、10万7,928人ということで、70％の加入率です。自然
災害共済の加入者では、9万7,622人となり、火災保険の附帯率は66
％という現状です。内訳では、現職が2万9,883人であり、75％の附帯
率。退職者は6万7,739人で、附帯率６３％という現状です。以上申し
上げた上での課題認識でが、全組合員35万と申し上げました。35万
を分母に、附帯の前提となります火災共済の加入は約4割にとどまっ
ており、結果7割超の皆さんが自然災害未加入という状況です。
世界で発生するマグニチュード6以上の地震の2割が発生をしてい
る地震列島と言われる日本の現実。さらには高い確率で起きると言わ
れております南海トラフ。さらには首都直下の地震のとてつもない被
害の想定があるわけですが、助の重要性を痛感する次第です。
確かに民間保険等に加入されている皆さんも多数いらっしゃるわけ
でございまして、そういう意味では生協未加入がイコール無保険という
ことではないわけでございますけれども、人生100年時代を迎える中
にあって、特に高齢者の生活再建の厳しさ、これは我々現役としても
しっかりと強調しなくてはいけないと思っておりまして、これはこの間の
大震災の経験則だと思っております。
しっかりと訴求をする中で、生協組合員の自然災害共済の加入率
27.5％。現役は15％でございますし、退職者44％という状況ですけれ
ども、こういった底上げを何とか図りたいと思っているところでもござい
ます。今次、大震災を教訓として取組を強化すること、生協グループ
のミッションであると思っておりますので、引き続きの皆さんの御支援、
ご協力、お願い申し上げておきたいと思います。
結びに、未来づくり春闘も三年目ということだそうでございます。本中
央委員会で決定される積極的な要求が組合員の皆さんの期待に応
える春闘の結論となりますことを心から祈念申し上げて、一言のごあ
いさつにさせていただきたいと思います。頑張ってください。ありがとう
ございます。

（5） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日



来賓あいさつ

公契約条例制定で、地方でも労務費の価格転嫁を！
落海なおや 東広島市議会議員

皆様、お疲れさまでございます。本日は
中央委員会の御盛会、誠におめでとうござ
います。また、通建連合の皆様に御推薦を
いただいております組織内の東広島市議会議
員の落海なおやでございます。まずは冒頭、
梅田議長からもございましたが、能登半島地震
におきまして、私も心を痛めている一人でござ
いますが、被災された方々にお見舞いを申し
上げますとともに、お亡くなりになられた方々へ
御冥福と、そして、いち早い復旧・復興を御祈念
申し上げるところでございます。
そして、私も議会におきまして総務委員会に所属をしていまして、本
年度のテーマといたしまして、実は東広島でも平成三○年の豪雨災
害で甚大なる被害を受けたこともありまして、防災・消防力の強化につ
いて研究をしております。冒頭、議長からお話があった御意見は持ち
帰らせていただいて、貴重な御意見として本市議会で共有させてい
ただきたいと考えております。
そして、改めまして、昨年四月の統一地方選挙東広島市議会議員
一般選挙におきまして、通建連合の皆様の多大なる御支援を受けま
して、無事、二期目の当選を果たすことができました。この場をお借り
して改めて御礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございま
した。
さて、現在の社会情勢においては、コロナ禍からの回復があるにし
ろ、やはり様々な問題というのは継続した課題として残っていると思っ
ております。それは人口減少社会、少子高齢化、いろいろな働く場所
において人手が足りない。また、社会保障という意味で年金、介護、
それで様々なところの社会保障という部分が将来に向かって非常に
不安であるというような声も聞こえてまいります。先ほども、円安の影響
もあって、ＧＤＰの話もございましたけれども、やはり国民一人当たりと
いうか、住民一人当たりのＧＤＰというのはさらに低くて、三○位前後と
いうようなデータもあるそうでございます。私はこのＧＤＰだけでそれぞ
れの幸福度、生活のしやすさというものがはかれるものではないとは
思いますが、一つの指針として、今の日本という国がいつも元気な状
態でいたわけではなく、ちょっとずつ弱っているように感じているところ
でございます。
私が子供の頃というか、若い頃は、失われた一○年と言われており
ました。今は失われた三○年と言われております。何が失われてきた
か、それぞれ課題があるわけでございますけれども、社会全体の中で
、これだけは言えるなというのは、例えば、我々の払っている収入の中
で約半分は社会保障とか税で持っていかれている。なのに、将来の
社会保障の部分においては非常に不安である。そして、いろいろな
生活が苦しい中で物価だけはどんどん上がっていく。なかなか生活が
厳しい。そのような声も随分聞こえているところでございます。
このような中で、この労働組合が果たす役割というのは大変大きなも
のがあると考えております。本中央委員会において、二○二四春闘を
進めるに当たり、具体的な取組が行われることは大変重要なことだと
考えております。私といたしましても、議会において、自治体が発注す
る公共工事において、労務費の考え方をしっかりと含めながら考える
べきではないかということで、公契約条例の制定などを提起していると
ころでございますけれども、本当の意味で働く人たちが真っ当に評価
され、また、多くの課題を克服して将来にわたり誰もが希望を持てて、
安心して生活ができる。そんな社会をつくっていきたいと考えてます。
結びになりますが、皆様の活発な論議により、満場一致にて承認・
決定されますこと。そして、通建連合に集う皆様の御発展と御多幸、
そして、御安全を祈念申し上げまして、私の激励と連帯のあいさつと
させていただきます。ともに頑張りましょう。

（6） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日
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（7） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日

第１号議案 新規加盟組合の承認

東北情報インフラユニオンTTKグループ企業支部の塚田電気分会は、ＴＴＫにおける塚田電気工事の子会社化を契機に、親
会社であるTTK並びに塚田電気工事の会社幹部と論議を粘り強く進め、一定の理解が得た段階で労働者代表との意見交換
を実施して理解が得られたことから、加入オルグを実施して2023年8月1日に結成大会を開催してきました。

塚田電気分会（東北情報インフラユニオンTTKグループ企業支部）、
ケイ・テクノス労働組合及びリョウセイ労働組合（エクシオ関連労働組合協議会）の加盟を満場一致で承認

【TTKグループ企業支部の塚田電気分会 菊池分会長】
御紹介いただき、ありがとうございます。それでは、私から一言、ごあいさつさせていただきます。
私は昨年八月一日に開催されました塚田電気分会結成大会において分会長の任をいただきまし
た菊池と申します。初めに、私の働く塚田電気工事株式会社について、簡単に御説明させていただ
きます。 本社は宮城県仙台市に置いており、官公庁や一般企業のお客様により受注する電気設備
工事の設計・施工がメインとなっております。また、2018年12月にＴＴＫグループに加入しており、昨年
5月には最新設備のネット・ゼロ・エネルギー・ビル、通称・ＺＥＢという新社屋が仙台の山奥のほうに完
成し、空調は地中熱を利用する。また、太陽光や蓄電池を使って再生エネルギーを無駄なく利用し、
災害時には復興の拠点として地域を支える企業となることを目標に取り組んでおります。 次に、組合
結成に至るまでの経緯を、私個人の思いを中心にお話しさせていただきます。 塚田電気工事におけ
る組合の結成・加入に当たっては、正直なところ、私自身、加入するかどうか悩みました。なぜかとい
いますと、これまで労働組合もない中で働いてきたということがあります。また、通信建設会社とは異な
る業種の仕事であるということがずっと上げられております。 しかし、そのような中で、執行部の皆様
から説明を聞き、通信連合を通して東北情報インフラユニオンが様々な活動を展開していることが、少
しではありますが、理解することができました。また、私自身にとってもちろんですが、これから入る新入
社員や若手社員のためにも、やりがい、働きがい、魅力のある職場にしていきたいという気持ちが芽生
え、加入することを決めました。 今の会社はまだ昭和の働き方が多く、残業は当たり前、休みも取れな
いというのが現状ではありますけれども、ただ、会社側から悪いから改善を求めていくというよりは、より
よい職場環境になるように前向きに取り組んでいくというスタンスで私なりにできることをやっていこうと
考えております。そうした決意を胸に結成してから半年が過ぎましたが、実際のところは執行部の皆さ
んに頼り切りであり、私自身、具体的な組合活動のことは少しずつ理解してきたところではあります。こ
れから2024春闘の本格化を迎えますが、少しずつ前進できるよう努力していきたいと思います。 本日
お集まりの通信連合の皆様からも、引き続き御指導のほど、よろしくお願いいたします。
承認に当たってのごあいさつとさせていただきます。御清聴ありがとうございました。

【写真左；梅田議長、同右；菊池分会長】

ケイ・テクノス労働組合は、エクシオ関連労働組合協議会における組織拡大の取り組みの一環として取り組みを展開し、加入オルグを実
施してきた結果、2023年昨10月27日に結成大会を開催、その活動をスタートしました。
リョウセイ労働組合は、他産別においてこれまで活動してきましたが、㈱リョウセイのエクシオグループ子会社化を契機にエクシオ関連労
協との交流を行ってきました。リョウセイ労働組合におけるエクシオ関連労協ならびに通建連合の取り組みに賛同できるとの判断から、当
該組織における大会決定等を経て、2023年12月2日のエクシオ関連労協総会にて加盟となったことから、同年12月22日に通建連合へ
の加盟申請・確認となりました。

【ケイ・テクノス労働組合 佐藤執行委員長】
ただいま御紹介いただきましたケイ・テクノス労働組合で執行委員長を仰せつかっております佐藤と申します。

このたびは通建連合加入承認いただき、誠にありがとうございます。大変うれしく思っております。 まず、私どもの会社
の御説明をさせていただきたいと思っております。我々、ケイ・テクノスという会社は福岡市に本社を置き、事業内容とい
たしましてはアクセス系、基盤系のＮＴＴ事業部門と、その他、通信インフラ、モバイル工事、土木工事等をやらせてい
ただいております。このたび、組合を設立するということで、エクシオ関連労働組合協議会の皆様からの多大なる御支
援をいただきまして、無事に組合設立となりました。昨年5月くらいから準備委員会を立ち上げ、10月27日に晴れて結
成させていただくことができました。その中で私が感じたことといいますか、組合設立に当たり苦労した点等があります。
それは、「どうせうちみたいな会社で労働組合をつくっても一緒だろう」「お飾りじゃないの？」「何をしてくれるか分から
ないのに、何で組合費を払わなきゃいかんと」という意見が多数出ました。そもそもうちの会社というのは、私が入社した
平成6年、先輩たちに、「どうせうちはエクシオの子会社じゃけん、夢も希望もない」「おまえたち、部長には絶対なれん。
よういって課長どまりよ。せいぜい頑張れや」。正直、私も夢も希望もありませんでした。しかし、みんな一生懸命頑張り、
このたび、労働組合を結成させていただくという運びになりました。私の気持ちとしては、今回の労働組合結成で、組合
員の皆さんに夢や希望を与えたいと考えております。これからの私どもの活動において、組合員と真摯に向き合い、
「組合ができてよかったな」「賃金が上がってありがとう」と言ってもらえるような組織をつくっていきたいと思っております。
先日、2月13日、熊本営業所のほうにオルグに行ってきました。組合加入者数1名です。ウエブ会議で済ませたいとも
思ったのですけれども、ちょっと話を聞いてもらいたいということがあって、新幹線に乗って往復1万円です。一人のため
にそれだけお金を使うのかという意見もありましたけれども、対面で説明をさせていただき、組合ってこんなもんだよと
いうところから、春闘に対する要求とかを話してきました。
そして、その一人の組合員が、「来てくれてありがとう。よかった」と言ってくれました。私はとてもうれしかったです。
これからはケイ・テクノスの従業員の皆さん、そういう気持ちになっていただくべく活動を続けてまいります。
そして、おこがましいかもしれませんけれども、日本一の労働組合を目指します。今日はどうもありがとうございました。

【ケイ・テクノス労働組合 田宮書記長】
委員長が本日、業務対応のため出席できず、大変申し訳ありません。私が代わりましてごあいさつを代読させていた

だきます。このたび、通建連合新規加入承認をいただき、感謝申し上げます。加盟に当たり一言ごあいさつをさせていた
だきます。株式会社リョウセイは、エクシオグループ親会社の子会社になり、主な事業は、電力会社の電力ケーブルの
敷設やケーブルのジョイント、鉄塔やマンホール築造工事などの施工管理を行う電力事業、物流会社のネットワーク構
築や鉄道会社の点検保守などを行うシステム事業、床暖房やロードヒーティングの敷設工事を行っている冷熱事業の三
つとなります。 リョウセイ労働組合は、三菱電線労働組合の支部組織の一つになっておりました。2009年4月に、工事会
社3社を集め、新会社菱星システム株式会社を設立し、労働組合は三菱電線工業労働組合から外れ、菱星システム労
働組合を同年12月に結成いたしております。2021年12月に親会社がエクシオグループ社になり、当労組を取り巻く環境
が変わったことにより、昨年8月に全電線を脱退し、エクシオ関連労働協議会として本日の通建連合への加盟に至りました。
リョウセイ労働組合は歴史こそありませんが、これからも組合員のために活動を行ってまいりますので、御指導、御鞭撻
をお願いし、新規加盟に当たりましてのごあいさつとさせていただきます。本日はこのような場をいただき、ありがとうござ
いました。 リョウセイ労働組合執行委員長 森山 亮

【写真左；梅田議長、同右；佐藤委員長】

【写真左；梅田議長、同右；田宮書記長】



第２号議案 一般経過報告および２０２４春季生活闘争方針（案）

【雇用安定・確保に向けた取り組み】
情報通信設備建設の事業領域の枠を超え積極的な事業展開をしている

通建各社の新規事業開発および事業拡大（M＆A含む）、ならびにグルー
プフォーメーション等、グループトータルでの事業構造改革等、組合員
や働く仲間の雇用の場が大きく変化しています。通建連合総体として、
加盟組合の対置企業の現状と見通しに関する情報や今後の計画等につい
て共有しつつ、グループ間労働条件の差異に伴う組合員処遇対応等、事
業構造改革に積極的に協力する組合員のモチベーション維持向上に向け
上位到達闘争を加盟組合に要請することとし、雇用の安定・確保等につ
なげることとします。
また、「魅力ある通建業界」の実現に向けて、サプライチェーン全体に
おける①「雇用の安定・確保」、②「働き方も含めた取引の適正化」、
③「付加価値の適正配分」、④「労務費を含めた適切な価格転嫁」─等
について促進していく観点から、「パートナーシップ構築宣言」および
「『ホワイト物流』推進運動」、ならびに2023年11月29日に公表された
「労務費の適正な転嫁のための価格交渉に関する指針」などについて、
対置企業における積極的な参画およびその対応状況等について明らかに
し、通建連合総体として取り組みを強化します。

【賃金に関する取り組み】
通建連合は、連合および情報労連の賃金改善要求（5％以上）の方針

を受け止めつつ、持続可能で魅力ある通建業界につなげるため、企業規
模間・雇用形態間の格差是正を進める観点から、通建連合に結集するす
べての働く仲間の年間収入の引き上げをめざします。
「笑顔で帰ろう指針（賃金）」の考え方を踏まえ、通建連合全体の実質
賃金の底上げと格差是正を求め、統一要求として「定期昇給（年齢間格
差）の確保」と「賃金改善4,000円」を求めていきます。その上で、上
部団体方針の具現化に資する観点から各交渉単位の実態に即した改善要
求として「手当・労働条件等の処遇改善（1％以上）」に取り組みます
。
また、雇用形態間格差・企業規模間格差是正に向ける観点から、議案書
２９ページ記載の＜別記３＞「通建連合『賃金到達目標水準』」をめざ
した個別賃金水準の改善を求めることとします。
次に、働く仲間の最低賃金の引き上げを行うことで魅力ある通建業界

につなげる観点から、本中央委員会の確認決定を踏まえ、議案書２９ペ
ージ「２０２４年『通建連合 最低賃金要求額』＜別記4＞をすべての

構成組織の対置企業に対して統一の要求を行い、協定締結に向けます。

【労働安全衛生確立の取り組み】
2024春闘における労働安全衛生確立に向けた取り組みとして、通建連

合「労働安全衛生強化期間」を2024年1月15日〜2月29日の期間で設定し
、ポスター掲示や作成した安全グッズについて、加盟組合と連携して職
場配布の統一行動を展開しています。また、役員による安全グッズの手
渡し行動に際し、「安全ヒアリング」実施時の被災者ヒアリング内容の
職場第一線までに落とし込む活動を実施しているところであり、NTT持
株社の安全推進室にも共感され、NTTの下期安全推進機関を通じてNTTグ
ループ直営部隊にも展開され、昨日現在、4,189件の回答を得ていると
ころであり、アンケート回答を爾後分析を図り、安全意識の向上に向け
て加盟労使による安全品質文化の継続的改善につなげていきます。

【すべての仲間の働き方見直しに向けた取り組み】
通建連合は、現場第一線を含めた「人材の確保・定着」と「人材育成

」に向けた職場の基盤整備が重要であるとの認識に立ち、健康で働き続
けられる労働時間やワーク・ライフ・バランスの実現をめざし、職業人
生の長期化やライフスタイル・働き方の多様化等を踏まえ、議案書１９
ページ記載の「通建連合『笑顔で帰ろう指針（働き方）』」に基づき取
り組みを実践することとします。とりわけ、すべての加盟組織における
所定労働時間の改善（１日７．５時間）および完全週休二日制の導入に
ついて、数年以上継続課題となっている労協組織において今春闘での最
大限の決着をめざし取り組みの強化を要請することとします。また、デ
ジタル化の進展に伴う働き方の多様化等を踏まえ、心身の健康維持およ
び生活時間の確保等の観点から、「つながらない権利（勤務時間外の連

絡ルール）」の確立に向けて、連合方針を踏まえ取り組みを推進してい
きます。職場実態を捉えたときに保守故障修理業務や災害復旧等の職場
において、常時対応が求められる現状があることから、「ビジネスと人
権」「労働安全衛生」の観点から、さらなる実態把握を進めつつ、サプ
ライチェーン全体を見据えて個別課題と全体課題を整理し、職場環境の
改善に取り組みます。

【ジェンダー平等・多様性推進に向けた取り組み】
多様性が尊重され、様々な違いを持った人々がお互いを認めあい、や

りがいをもって働き続けられる職場の環境整備に取り組むとともに、ジ
ェンダー・バイアス（無意識を含む性差別的な偏見）や固定的性別役割
分担意識を払拭し、議案書21ページ記載の「通建連合『笑顔で帰ろう指
針（ダイバーシティ）』」の取り組みを強化することとします。とりわ

け、さらなるダイバーシティ推進に向けては、
議案書32ページから34ページ記載の「通建連合
『ダイバーシティ推進計画』」を踏まえた取

り組みについて、加盟組合と連携し具体的な前
進を図ることとします。

【「ビジネスと人権」の取り組み】
「ビジネスと人権」については、2011年に国

連にて「ビジネスと人権に関する指導原則」とし
て、①人権を保護する「国家」の義務、②人権を
尊重する「企業」の責任、③救済のアクセス―を
3本の柱として採択されています。職場の労働安全衛生水準の向上やハ
ラスメントの防止などは労働組合が既に行っている日常的な活動であり
、社会正義の追求と人権の尊重に取り組むことは労働組合の重要な役割
の1つといえます。通建連合は、連合および情報労連の考え方等を踏ま
え、大手通建２社においてすでに方針が公表されていることを踏まえ、
昨日開催した幹事会において確認した対応の大枠に基づき労使間論議を
加速化させることとします。

【次期定期全国大会に向けた重点的取り組み】
１．組織拡大、とりわけ二万通建の早期達成に向けて

2023年10月の組織人数が19,859名となっており、これまでの仲間作り
の経過を踏まえたときに今年度中の「2万通建」達成が確実であること
から、記念事業等の検討を進めるとともに次期定期大会にて新たな目標
設定の検討を進めていくこととします。

２．通建連合最低賃金規制

2024春闘における締結状況や社会情勢等を踏まえ、2025春闘向けた

要求内容の論議を行うとともに、今後の在り方等についても検討を進め
ていくこととします。

３．福祉活動の取り組み
共済3事業（電通共済生協・労連共済事業本部・きらら保険サービス

）と連携し、新入社員および中途採用者の「総合＋任意」共済と通建連
合「団体長期障害所得 補償保険（GLTD）」の加入促進に向けていきま
す。その上で、2023秋闘時に実施したアンケート結果等を踏まえ、幹事
会福祉・ダイバシティワーキングにて任意共済未加入者の減少に向けた
取り組みの検討を進めていきます。

４．政治改革および政策・制度の取り組み
通建連合は、連合の考え方および情報労連の方針等を踏まえ、今後

予定される各選挙において情報労連組織内議員の必勝に向け、加盟組織
と連携して取り組みます。その上で、情報労連中央委員会で確認された
「吉川さおり」組織内議員の第27回参議院議員通常選挙の必勝に向けて
取り組みを強化していくこととします。

５．取り組みの進め方
本中央委員会終了後、すべての加盟組織は、すべての働く仲間の「

底上げ」「底支え」「格差是正」に向け、組合員との対話を踏まえた春
闘方針内容の具現化に向けて取り組むこととします。
取り組みの基本については、加盟組織の自主交渉・自主決着を基本に、
要求の実現ならびに課題の前進に向けた取り組みを積極的に進めること
とします。また、必要に応じて本部と加盟組織が連携し取り組むことと
します。
ストライキ権の確立については、加盟組織の委員会等で具体的課題等を
決定し、全組合員による批准一票投票を実施し確立することとします。
このストライキ権の批准一票投票は春闘要求の貫徹に向けた重要な取り
組みの一つであります。全組合員により高率批准でストライキ権を確立
し、万全の闘争体制に向けた取り組みを要請いたします。
具体的なスケジュールについては、本中央委員会終了後ただちに闘争体
制に切り替えることとし、加盟組織においても、原則として2月末まで
に闘争体制に切り替え、要求書ならびに申し入れの提出をすることとし
ます。なお、議案書25ページ記載の情報労連が設定する「集中回答日」
となる3月14日（木）を意識し、一時金以外の月例賃金改善の課題を含
め、原則3月末日までの決着をめざすこととします。

【髙代事務局長】

（8） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日



その他議案 2023年度予算修正（案）について

【小勝副議長】

（9） ネクスト３８号 ２０２４年３月２５日

（１）収入について
１） 2022年度決算処理により次期繰越金が26,041,294円に確定したことから、2023年度予算に
おける繰越収入を当初予算33,000,000円から26,043,456円に修正します。

２） 情報労連還元金に関して、23,400,000円を当初予算額として計上していましたが、最終確認に
おいて25,200,000円に確定したことから、確定額に修正します。

３） 上記２項の修正に伴い、2023年度予算の収支がマイナスとなることから、特別会計「組織拡大資
金会計」より5,000,000円を繰り入れ処理します。
なお、具体的な繰入時期については予算の執行状況を踏まえ、幹事会確認の後に実施します。

4）上記の変更に伴い、収入見込額を当初予算309,820,720円から309,662,014円に修正します。

（２）支出について
１）収入科目に伴う支出科目の変更については、予備費の見直しにて対応することとし、当初予算1,962,520円から
1,803,814円に修正します。
２）上記の変更に伴い、支出見込額を当初予算309,820,720円から309,662,014円に修正します。

１．一般会計について

（１）犠牲者扶助資金会計およびなかま基金会計について
変更はありません。

（２）組織拡大資金会計について
１） 2022年度決算処理により次期繰越金が34,717,821円に確定したことから、2023年度予算における繰越収入
を当初予算33,787,157円から34,717,821円に修正します。併せて、収入見込額も同額に修正します。
２） 支出についは、2023年度の組織拡大目標に基づき、組織拡大インセンティブ費用および組織強化支援等として
15,850,000円を計上し、2万通建達成記念レセプション費用として5,000,000円を計上します。また、一般会計へ
の繰入金支出として5,000,000円を計上し、支出見込額を当初予算33,787,157円から25,850,000円に修正
します。
3）上記の変更に伴い、次年度繰越の予算額を8,867,821円とします。
（３）福祉活動交付金会計について
１） 2022年度決算処理により次期繰越金が5,550,156円に確定したことから、2023年度予算における繰越収入を
当初予算4,191,067円から5,550,156円に修正します。

２） 交付金受入について、2023年度にける交付金が確定したことから、80,654,000円とし、雑収入として受入利息
分57円を計上します。

３） 上記２項の修正に伴い、収入見込額を当初予算4,191,067円から86,204,213円に修正します。
４） 支出についは、通信運搬費として10.000円、共済加入促進に向けた対策よして組織対策費にて5,000,000円を
計上します。

５） 上記の交付金受入額の確定に伴い、加盟組織への交付金も確定したことから、交付金支出として79,155,000円
として計上します。

６） 上記の変更に伴い、次年度繰越の予算額を2,039,213円とします。

２．一般会計について

役員選挙について

非専従役員の副議長および幹事については、加盟
組織の定期大会にて選任されることから、通建連合
の定期全国大会での選挙行為が実施できないため、
直近の議決機関に信任を受けることとなっている。
以上の状況を踏まえ、第50回中央委員会で本部

専従および会計監査を除く幹事について
役員選挙を実施してきた。
役員選挙ては、狩山

役員選考委員会委員長
の提案により中央委員
の承認を得た後に、一
括信任による挙手にて
選挙が実施され、副議
長候補候4名と幹事候
補13名の全員の信任
が確認された。

◇副議長 村上 良智（東北情報インフラユニオン）
茂木 隆浩（ミライト企業本部労協）
伊藤 和泰（トーシスグループ労組）
木原 憲司（ソルコム労協）

◇幹事候補 田口 陽介（北海道通建労組）
中村 浩二（通建東京労協）
増本 高大（コムシス労協）
西 和宏（コムシス情報関連労協）
原 慎太郎（エクシオ関連労協）
関 慎介（サンコムユニオン）
狩山 雅弥（北陸通建労組）
南 建 （ＮＤＳ労働組合）
谷原 伸哉（シーキューブグループ労組）
橋川 浩幸（四国通建労組）
古賀 真也（九州通建労組）
宮城 正樹（沖縄通建労組）



「令和六年能登半島地震」について
北陸地方情報通信設備建設労働組合 宮村中央委員

発言の機会をいただき、ありがとうござ
います。原案賛成の立場から、先ほど来
から触れられております令和六年能登半
島地震に関して発言をさせていただきます。
1月1日の地震発災以降、皆様からお気遣
いや励ましの言葉をいただき、心から感謝
を申し上げます。ありがとうございます。
また、甚大な被害が出ている奥能登エリア
では、地震発災直後から通信インフラの緊
急復旧に向け、全国から多くの組合員、社
員の皆様に御支援、御協力をいただき、心
より感謝を申し上げます。
今回の地震は、石川県鳳珠郡穴水町北東42キロを震源とし、マグニチュード
7.6、震源の深さ16キロの規模で発生いたしました。直後、気象庁は、石川県
能登地方に大津波警報を発表し、日本海沿岸地域にも津波警報・注意報を
発表いたしました。この地震による被害は200名を超える方々の犠牲を出し、
特に奥能登では家屋の倒壊や津波による被害、輪島中心部では火災により
約200棟が消失するなど、甚大な被害をもたらしました。
私たち労組としましては、地震発災直後から会社と連携し、組合員、社員の
安否確認と被災状況の把握に全力で取り組んでまいりました。通信の途絶や
輻そうなども影響し、安否確認に時間を要しましたが、幸いなことに亡くなられ
た方や大きなけがをされた方が少なく済みました。しかしながら、自宅に大きな
被害を受け、自宅で暮らせない方もいらっしゃいますし、いまだに避難所での
生活や、避難先から出社されている組合員、社員の方もおられます。被害の
全容把握に向けては、引き続き全力で取り組んでいきたいと思います。
また、通建連合本部からも、被災地での生活に必要な支援を迅速に提供い
ただきました。特に梅田議長を初めとした本部専従役員の皆様には、被災した
組合員の困り事や課題解決に真摯に向き合ってくださり、生活用水や簡易シ
ャワーセットなどを送ってくださりました。この場を借りて心より感謝申し上げま
す。ありがとうございます。
発災から1か月半を経過し、仮設住宅への入居など、復旧や復興に向けた
動きが始まっておりますが、依然として1万人以上の方が厳しい避難生活を余
儀なくされております。また、停電は一部を除いて復旧しておりますが、輪島市
や珠洲市など、7つの市と町の広い範囲で断水が今も続いている状況でありま
す。引き続き通建連合の仲間の皆さんと連携し、被災地の皆さんに寄り添いな
がら取組を加速していきたいと思います。
最後に、北陸通建労組は、被災地に身を置く労組として能登への恩返しの
意味を込めて、食べ物のおいしかった能登、自然の美しかった能登。そして、
「能登はやさしや土までも」という言葉があるほどに、人の優しい能登の復興・
再生を信じ、引き続き被災地の皆様が一日も早く平穏な暮らしを取り戻せるよ
う、ボランティア活動を含めた長期的かつ継続的な取組を行っていきたいと思
います。 今後、さらなる本格的な通信インフラ設備の復旧も出てくるというよう
に聞いております。引き続きの御支援、御協力をお願い申し上げ、北陸通建
労組からの発言とさせていただきます。今後とも、よろしくお願いいたします。
御清聴ありがとうございました。

【本部答弁】 髙代事務局長
北陸通建労組の狩山委員長・宮村書記長の発災直後からの対応、さらに自

ら避難所に避難しながらも、通信の復旧に従事されている方を含め、頻繁に
被災地に入り、現場従事者を励まし、そして、ニーズを酌み取り、現地の汗と
涙に真正面から向き合っている北陸通建労組の皆さんに改めて敬意を表した
いと思います。ありがとうございます。
宮村書記長が触れておりますように、通建連合はこの間、北陸通建労組との
連携をし、現場ニーズを捉えた要望に適切に応えられるよう対応してきたところ
であります。議長あいさつでも触れられておりましたとおり、現地には全国の通
建の仲間が、1月末の累計でありますが、約3,000名派遣され、日夜通信設備
の復旧に従事されています。
もちろん北陸通建労組の組合員の皆さんも従事されておりますが、復旧に現
地に赴くメンバーが抱えている工事を、残っているメンバーがカバーし合って
いて、北陸全体としては大変な逼迫状況である。労働組合についても、しっか
りとその点についてフォローしていきたい。
さらに、能登半島の通信寸断状況については、これまで東日本大震災の経
験や、国土強靭化の流れを踏まえても、もっと設備の多重化などをしていれば
という声も現場サイドから聞こえてきているということに対しても、通建連合本部
として情報労連を通じてしっかりと対応していきたいと考えております。
いずれにしましても、通建連合は、東日本大震災のときに、通建連合全体と
して現地で定期大会や中央委員会を開催し、その流れの中で全員で復旧ボ
ランティアに対応してきたこと。さらには、連合・情報労連のボランティアに積極
的に組織を挙げて対応してきた。この経験則がありますので、今回の能登地
震の対応についても、通建連合総体としてしっかりと中長期視点で現地のニ
ーズに寄り添いながら頑張って復旧支援をしていきたいと考えております。
いずれにしましても、今後とも北陸通建労組からのニーズをいただきながら、

適宜適切な、そして、迅速な対応を図っていきたいと考えておりますので、連
携をお願いしたいと思っております。よろしくお願いいたします。

「２０２４春闘にむけて」全力で闘い抜く！
サンコムユニオン 相沢中央委員

私たちサンコムユニオンは、2024春季生活闘争を総

合労働環境の改善を目指す闘いと位置づけ、経済も
、賃金も、物価も安定的に上昇する社会へステージ転
換するために、経済成長や企業活性化の基点とされる
人への投資を積極的に推進し、将来への企業の社会
的役割や雇用・労働の在り方を描きつつ、組合員が安
全で安心し、持続的に働ける労働条件、労働環境の確
保、将来へつながる働き方の実現に向けて取り組んで
いきます。私たち通信建設業の現場においては、現場第一線で働く人材の高
齢化と若年層の不足は依然として続いており、情報通信インフラの建設、維持
に向けた人材の確保、定着、育成が重要な課題となっております。また、労働
時間等の適正化や、賃上げによる処遇改善、さらなる労働安全衛生の確立な
ど、通信インフラを支える通信建設業の魅力向上が求められています。そして
、サプライチェーン全体での付加価値の適正配分に向けた対応は喫緊の課
題となっております。
社会全体のデジタル化の進展や、テレワークの急速な復旧、ＡＩなどの技術
の進展を背景に、通信インフラがあらゆる社会経済活動を支える基盤設備とし
てますます重要となっており、情報通信基盤の構築・維持などに従事している
全ての働く仲間の働きの価値に見合った水準への引上げに向けて、通建連
合、「笑顔で帰ろう指針」、賃金方針を踏まえ、人への投資が着実に実施され
る魅力ある通建業界につなげていけるよう、取り組んでいく所存でございます。
以上、2024春闘に向けた初心を述べさせていただきました。通建連合本部、
そして構成組織のこれまで以上の御指導と連帯強化をお願いし、サンコムユ
ニオンとしての決意表明を含めた発言とさせていただきます。ともに頑張りまし
ょう。ありがとうございました

【本部答弁】 髙代事務局長
サンコムユニオン、相沢さんからの力のこもった月例賃金に対する決意表明
、ありがとうございます。昨日の幹事会の中で共有し合ったことを併せて述べて
おきたいと思います。サンコムユニオンさんは全電工労連さんとの連携もあり、
「きんでん」さん、「関電」さん等の要求水準は13,000円を基準に、それ以上求
めるという要求内容とお聞きしております。通建連合といては、統一要求として
4,000円を設定させていただいております。ここに関して、先ほど、ケイ・テクノス
の佐藤委員長と情報労連の安藤委員長からのあいさつを少し踏まえて回答さ
せていただきたいと思います。
まず、安藤委員長からは、働いて幸せになるという実感を実現していこうとい
うこと。さらには、ケイ・テクノス、佐藤委員長からは、組合をつくってよかった。
さらには、熊本の方から、来てくれてよかった、賃金が上がってよかった、こうい
うことを実現していきたいということが申し述べられました。私の経験から申し上
げると、やはりこの賃金改善を含めて春闘は何かというと、会社が様々なことを
考えて、妥結水準の金額がいろいろありますけれども、その妥結の金額以上
に、会社が組合の要求に応えてくれたということが、一人一人の組合員にどう
やって伝わるか、伝えていくか、この実感を、この春闘でどうやって生み出すか
ということがすごく大事だと思っています。
さらに、昨年夏に大手通信3キャリアからサプライチェーンサステーナビリティ
ー活動に対する取組が展開されております。その中では、サプライヤーエンゲ
ージメントというキーワードが出されています。そのサプライヤーエンゲージメン
トを、今、企業のほうでは従業員満足度ということでアンケートもやっております
けれども、そのアンケートを構成するだけではなくて、その実感をより付加価値
の高いものにするには、この春闘を捉えること。これを最大限捉えることが重要
だと思っています。
この賃金改善要求に対して、構成組織の皆さんからは、4,000円は少ないで
あろうという声も聞いていますが、先ほど申し上げたとおり、通建連合としては、
昨年の回答が、4,000円に対して満額は3組織しかありません。
さらに、通建連合全体70数組織ありますけれども、この全体がついていける
水準としては、300人以下の組織の2023年の賃金実態調査に基づく基本給の
2％相当が4,000円ですから、まずここを設定として、どれだけここに会社の皆さ
んが理解を示し、この要求額に肉薄できるか。ここに戦術として第一優先として
置いています。
ここに対して、上向けば上向くほど、各組織の組合員に対するアピールの仕
方で、組合員が、自分の会社で働くことに対して、働いていてよかった、こうい
う実感が生まれることにつながると思いますので、ぜひとも各組織における闘
争連絡や職場集会の場を通じた今次春闘の取り組み経過と妥結に至るプロセ
スや、結果にどのような意味付けをするのか等、執行部で熟議を重ねて、丁寧
な情報宣伝活動の展開をお願いしておきたいと思います。
通建連合からの指導と、連携については、3月の集中回答日以降、順次通
建連合の構成組織の回答が出てきますので、それを緊密に連携させていただ
きたい。まずはサンコムさんに大きな旗を振っていただいて、我々の組織に波
及効果を示していただけるように、引き続き連携して頑張っていきたいと思いま
すので、ともに頑張っていきたいと思っております。

質疑応答
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《受賞コメント》

中央委員会議案書の表紙募集の結果について

第５０回中央委員会議案書の表紙募集については、２０
２３年１１月２２日から２０２３年１２月２１日にかけて、加盟
組織を通じて、その組合員と家族の方を対象に募集を行
ってきた。その結果１２１作品の応募頂くことができ、多く
の組合員に応募してもらえることとなった。あらためて感
謝の意を表したい。
厳正なる審査の結果、最優秀賞に北海道通建労組の林
さん、優秀賞に北陸通建労組の坪川さん、佳作にシーキュ

ーブグループ労組の佐藤さん、九州通建労組の米原さん・
平田さんの作品が選出された。以下に入賞した作品につ
いて報告させていただきます。
今後も議案書表紙の写真等の募集をしていくこととし
ますので、大会議案表紙は「夏のイメージ」、春闘議案表紙
は「春のイメージ」でそれぞれの作品の積極的な応募をよ
ろしくお願いします。

ＮＤＳ労働組合の南さん

北陸通建労組 坪川さん

《受賞コメント》

優秀賞

最優秀賞

シーキューブグループ労組 佐藤さん佳作

この度は最優秀賞に選考いただき、
誠にありがとうございます。
定期大会に続き最優秀賞を頂き
ありがとうございます。北海道、
函館市の五稜郭の桜を撮影し
ました。桜の季節が楽しみになりますね。

「函館五稜郭公園 水面に輝く」

この度は優秀賞
に選考いただき
ありがとうございました。この
写真は富山県砺波市で開
催されるチューリップバル
ーンイベントの一枚になりま
す。爽やかな春空のもと鮮
やかなチューリップとバル
ーンの競演。能登半島地震
からの復興はまだまだ道途
中ではありますが、写真をと
おしてこれから訪れる心地
よい春を感じて頂ければ嬉
しいです。
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この度は佳作賞を頂きありがとうございます。応募した写真は鈴鹿サーキット
にて撮影したもので、ブルーインパルスによる「さくら」を表現したパフォーマ
ンスになります。写真以上に迫力のあるパフォーマンスでもう一度見たいと思
いました。また機会がありましたら最優秀賞目指して応募させて頂きます。

九州通建労組 米原さん佳作
この度は佳作に選考いただきありがとうございます。
応募させていただいた写真は大分県中津市にある
長崎鼻展望台での一枚です。菜の花の花言葉は
「小さな幸せ」とあり、コロナ渦も明けてきて家族と小
さな幸せを積み上げていきたいです。また機会があ
りましたら、応募したいと思います。

「富山県砺波市チューリップバルーン」

「鈴鹿サーキット 航空ショー」

「大
分
県
長
崎
鼻
」

この度はこのような賞を頂きありがとうございます。応募した写真は、佐
賀市内で行われる「佐賀インターナショナルバルーンフェスタ」を見に
行った際に撮影したものです。各チームで連携を図りながら効率良く
準備をし、バルーンを飛び立たせるという姿【団結力】に強く感銘を受
けました。今後も様々な組合活動に積極的に参加していきたいと思い
ます。

九州通建労組 平田さん佳作

「佐賀県バルーンフェスタ」



通建連合組織内 落海なおや議員 紹介
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新入社員加入促進に向けて！！！
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